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同好会ニュース

↑ 高井邸で 宴のあと ↓
↑ 難波邸での「ひなまつり前夜祭」 ↓

大
原
撮
影
会

宿泊施設・交流館で
五輪坊前
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■ 大原撮影会実施（前ページ写真）

4月 ２日・ 3日 の大 原撮 影会 は、会 員8名、 映像 協会 会員1名、 他1名の 計10

人 が 参 加、 田 渕会 員 は準 備 のた め 車で 前日 に先 発。当 日は 京阪 ・Ｊ Ｒ・ 智頭 急

行 を 乗 り継 い で昼 過 ぎに 到 着、 昼 食後 、高 井邸 でひな 飾り 準備 状況 を撮 影、 つ

い で 因 幡街 道 智頭 宿 へ移 動 して 撮 影、 夜は 大原 宿の難 波邸 で地 元の 古町 を愛 す

る 会 の 人々 の 「ひ な まつ り 前夜 祭 」に 参加 し、 大歓迎 を受 けな がら 多く の人 と

語り合うことができました。

翌 日 は古 町 のひ な 祭り の 撮影 、 スタ ンプ ラリ ーをし なが らの 撮影 は途 中で ス

タ ン プ 台紙 を 紛失 し て地 元 の人 の 協力 を得 なが ら再取 得す る人 もあ り、 列車 時

刻 ま で たっ ぷ り撮 影 に励 み まし た 。高 井様 ・平 尾様始 め現 地の 多く の方 々の お

かげで充実した撮影会となりました。

■ ４月例会の開催

4月例会は例月より1週遅れの4月16日（金）詳細は「例会の窓」参照。

平成２２年４月例会

日 時 平成２２年４月１６日（金）

１３：３０～１７：0０

場 所 寝屋川市民活動センター

（市民会館４Ｆ）子供部屋

出席者 天野 新井 石田 小笠原 梶本 竹田 谷 田渕（８名）

欠席者 竹下 竹嶋（５０音別 敬称略）

例会次第 （今回の要約 小笠原氏）

１．会員の近況
竹 下 さん が 快方 に 向か っ てお ら れる と、 竹田 会長か ら報 告が あっ た。 次回 例
会にご参加いただけることを楽しみに。

２．報告・連絡・協議事項
① 第４回映像発表会（３／２０）について

・評判が良く盛会であった。
・参加頂いた人数は会場との関係で丁度良かった。
・ 参 加頂 い た方 へ のお 礼 状は 、 招待 者が 当日 対応し てい るこ とで もあ り出 さ

ない。
・松愛会ホームページ用の写真を作成・送付 担当 田淵

② 岡山・大原宿 古町ひなまつり撮影旅行について（４月２～３日）
・田淵さんから収支報告をしていただいた。
・残金 12,380円（参加者10名 内会員8名、会員以外2名）
・返金 会員以外の2名の方に 2,000円返金する（1,000円/人）
・残金 10,380円は、会費に入金処理とする。
・竹田会長から古町の方数人に礼状送付済み。
・静止画をＳＤカードに入れて、高井様にお渡しする。

例会の窓
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・ひなまつりに参加された方の「全景・表札」をほぼ網羅したもの。
・「 古 町 を 愛 す る 会 」 主 催 の 「 ひ な ま つ り 前 夜 祭 」 の 様 子 を 記 録 と し て Ｄ

Ｖ Ｄ に ま と め お 渡 し す る 。（ 会 員 の 映 像 作 品 は 後 日 お 渡 し す る ） 担 当
小笠原

③ 傷害保険（スポーツ安全保険）加入について
・ 団 体 保 険 で 当 会 が 加 入 し 、 加 入 希 望 メ ン バ ー が 被 保 険 者 と な る 。 5人 以 上

加入必要
・年 間保 険料 600円 /人 、当 会の 活動中の 事故が補 償対象。傷 害死亡2,00

0万円 、 入院 日 額4,000、 通 院1,500円 。活 動中 の突然 死180万円 があ る
のが特徴。

・詳細は約款で確認
・加入希望者 天野 新井 小笠原 梶本 竹田（当日出席者の加入希望者）
・欠席者の加入希望の確認を取る（担当 竹田）

④ 石 田さ ん 仮 メ ール ア ドレ ス 取得 メ ール でのや り取 りが 可能 にな った 。

⑤ 他団体との関連事項
・寝屋川映像協会撮影会

・6月9日 山田池にて 詳細は5月例会で報告する。

⑥ パソコン操作に関して
・VistaからWindows7にしたところ、エクセルが使えなくなった。
・エクセルのソフトを再インストールすれば使えるのではないか。
・ デ スク ト ップ の ゴミ 箱 を誤 っ て削 除し 、復 帰に困 った が、 イン ター ネッ ト

で 「ゴ ミ 箱削 除 」で 検 索し た とこ ろ、 復帰 方法が 見つ かっ た。 処理 方法 が
判らない時はこの方法を活用できるのではないか。

・間違って処理した時は、「CTRL＋Ｚ」で処理前に戻すことができる。

３．作品映写
① 「山田池の自然」：6分 谷さん

・ 長 い期 間 をか け て撮 っ た作 品 で根 気強 さを 感じる 。良 くま とま って いる 。

② 「パッチャーコーフェル」：6分 谷さん
・ Ｂ Ｇ Ｍ は モ ー ツ ア ル ト ピ ア ノ 協 奏 曲 21番 だ っ た 。 20番 の 方 が 暖 か く て 相

応しいのではないか。

③ 「古町ひなまつり前夜祭」：35分 小笠原さん 作品ではなく記録ＤＶＤ。
・ＢＧＭの2か所、フェードイン・アウトした方が良い。
・「籠」は間違い。「駕籠」が正しい。

④ 「宮本武蔵生誕の里を訪ねて」：8分 小笠原さん
・ な かな か 帰っ て こな い と思 っ たら 、地 元の 人の話 を撮 って いた ので すね 。

４．次回例会
・5月14日（金）１３：３０～ 於：市民活動センター こども部屋
・カメラ担当：小笠原さん

撮 影 禁 止 ！

竹 田 幸 男

皆 さ ん 、 美 術 館 や 博 物 館 は 「 撮 影 禁 止 」 の 場 だ と

思 っ て い ま せ ん か 。 神 社 で も 熊 野 本 宮 大 社 の 門 を く

ぐ っ た とこ ろ で「 撮 影禁 止 」の 札 。以 前京 都の 醍醐寺 の庭 園で 撮そ うと した と

言いたい
こと言い
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こ ろ 「 撮影 し ては い けま せ ん！ 」 の怒 声が 。仏 像など は信 仰の 対象 なの で撮 さ

な い で ほし い とい う 気持 ち は理 解 でき ます が、 テレビ 局な らな ぜい いの か、 と

いう疑問はぬぐえません。撮影料が入ればいいが、タダで撮されるのは腹立つ！

というのか？

ウ イ ーン の 美術 史 美術 館 でク リ ムト の「 接吻 」など を撮 して いた とこ ろ、 観

光 客 ら し い 日 本 人 の ご 婦 人 が ツ カ ツ カ と や っ て き て 、「 こ ん な と こ ろ で 撮 し て

は い け な い で し ょ う 」 と い い ま す 。「 入 口 の 係 は Ｏ Ｋ と い い ま し た よ 」 と い っ

ても「嘘つけ！」という目をしながら彼女は去っていきましたが。

ヨ ー ロッ パ など は 原則 Ｏ Ｋな の です 。ル ーブ ル美術 館で もウ フィ ツイ 美術 館

で も 大 英博 物 館で も 、と が めら れ るこ とは あり ません 。フ ラッ シュ とか ライ ト

は Ｎ Ｇ です が 、こ れ は美 術 品を （ 少し でも ）損 傷する とか 、鑑 賞の 妨げ にな る

と 言 う こと で 、こ の 禁制 は 合理 的 です 。だ から 私の映 像作 品「 ほん もの に逢 え

る よ ろ こび 」 も出 来 まし た 。実 は マウ リッ ツハ ウス美 術館 では 警告 を受 けま し

て 、 な にか と いう と 、オ ラ ンダ 語 はわ かり ませ んでし たが 、か ぶっ てい たキ ャ

ッ プ の ひさ し をう し ろに 回 しな さ い、 とい われ たので す。 キャ ップ の庇 が絵 に

触 ら な いか 、 と危 惧 され た ほど 、 私は ほん もの の「真 珠の 耳飾 りの 少女 」に 近

づいてうっとりと絵を見ていたのです。

こ ん な「 ほ んも の 」が 日 本へ 来 たら どう でし ょうか 。撮 影は おろ か、 厚い ガ

ラ ス に 隔て ら れて 「 早く 進 んで く ださ い」 と後 押しさ れて ろく に見 るこ とも か

な わ な い有 様 です 。 ヨー ロ ッパ で は美 術品 や宝 物は人 類共 通の 宝で ある 、だ か

ら み ん なに 広 く見 て もら い たい 、 とい う気 持ち がある ので しょ う。 ルー ブル で

はイーゼルを立てかけて、長い物差しで絵を測りながら（絵には触りませんが）

模 写 を して い る画 家 が何 人 もい ま した 。日 本で は考え られ ない 光景 です 。日 本

で は 「 金で 買 った 物 だか ら 、金 を 掛け て作 った 物だか ら、 タダ で撮 され ては か

な わ な い」 と いう 気 持ち が ある の かと 勘ぐ って しまい ます 。子 供の 頃、 大人 た

ち が 「 写真 を 撮る と 影が 薄 くな る 」と いっ て写 真を避 けて いた のを 思い 出し ま

す 。 タ ダで 撮 すと 影 が薄 く なっ て 、金 を払 って 撮すと 影が 濃く なる のか 、な に

か 呪 術 的な 思 いが 日 本人 に はあ る のか 、こ れは なかな か興 味が ある 文化 人類 学

的 な テ ー マ だ と 思 い ま す 。（ 寝 屋 川 市 映 像 協 会 会 報 「 し し お ど し 41号 22年

4月25日「思いのままに」より転載）

ナレーションの録音レベル

竹 田 幸 男

ナ レ ー タ ー に お 願 い し て テ ー プ に 入 れ て も ら っ た 録

音 を 使 っ て 作 品 を 作 っ た と こ ろ 、 音 が 歪 ん で い た 、 と

いう現象が最近例会で発生しています。

ＡＶＣメモ
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ナ レ ーシ ョ ンの レ ベル が 現地 音 のレ ベル に負 けてし まっ て内 容が よく 聞き 取

れ な い 、と い うこ と がよ く あり ま す。 この ため 、ナレ ーシ ョン のレ ベル を高 く

しようと試みるあまり、音が歪んでしまったもののようです。

ビ デ オカ メ ラで 撮 った 映 像の 現 地音 のレ ベル は相当 高い です 。強 力な ＡＧ Ｃ

（ Automatic Gain Control＝ 自 動 利 得 調 整 ） 回 路 が 組 み 込 ま れ 、 少 し ぐ ら

い 大 き な音 が 入っ て も音 が つぶ れ ない よう にな ってい ます 。私 の経 験で は、 ベ

ネチアのサン･マルコ寺院の鐘楼のてっぺんの鐘（直径１ｍ以上もあったか？）

の直下での撮影では、大音量のため、さすがにびびりが感じられましたが。

こ の 高レ ベ ルの 現 地音 に 埋も れ ない よう にし ようと する と、 ナレ ーシ ョン は

相 当 高 いレ ベ ルに し なけ れ ばな り ませ んが 、な ぜか高 いレ ベル にす るの は困 難

で す 。 それ で はビ デ オカ メ ラで ナ レー ショ ンを 採って はど うか 、と いう アイ デ

ア が あ りま す が、 ビ デオ カ メラ で 採っ たナ レー ション の音 声は なぜ か低 音が 弱

く キ ン キン し てい て あま り 好ま し くあ りま せん 。これ はテ ープ を駆 動し たり 、

ズ ー ム 操作 や ピン ト 合わ せ のた め のモ ータ ー音 を拾い にく くす るた めと 思わ れ

ます。

パ ソ コン に おけ る 音声 処 理は デ ジタ ル処 理に なりま す。 テー プレ コー ダな ど

の ア ナ ログ 機 器の 信 号は レ ベル を 上げ てい くと 入力と 出力 との 相関 関係 が直 線

で な く 曲が っ て頭 打 ちに な ると こ ろが あり ます 。これ を飽 和点 と言 いま すが 、

こ の 点 に近 づ いて も 音の 劣 化は そ れほ どひ どく ありま せん が、 デジ タル の場 合

は 、 こ れ以 上 大き な レベ ル に出 来 ない とい う点 を超え ると 、突 然バ リバ リと い

う 、 け たた ま しい 音 が発 生 しま す 。デ ジタ ル音 の記録 や操 作で はこ のよ うな こ

と が 起 こ ら な い よ う に レ ベ ル 設 定 を 慎 重 に す る 必 要 が あ り ま す 。 録 音 時 に AG

Cや リ ミ ッ タ ー が 利 い た 録 音 機 器 で 録 音 す る と 、 録 音 レ ベ ル の 設 定 は 楽 に な り

ま す が 、あ ま り利 か せす ぎ ると 音 質が おか しく なりま す。 録音 の時 はあ まり 無

理 し て 飽和 点 を突 破 しな い よう に 録音 して おい て、後 から 音声 編集 ソフ トで 様

子を見ながらレベルを上げていくのも、身につけておきたい技術です。

そ こ で、 こ のよ う な努 力 でナ レ ーシ ョン のレ ベルを 極端 に上 げよ うと する 前

に 、 作 品に 入 って い るＢ Ｇ Ｍや 現 地音 のレ ベル を下げ まし ょう 。私 はナ レー シ

ョ ン が 入る 作 品で は 、そ れ ぞれ の 音の 音量 比は 、耳で 聞い てナ レー ショ ンが １

０ と す れば 、 ＢＧ Ｍ は８ 、 現地 音 は５ －６ ぐら いにし たう えで 、ナ レー ショ ン

の あ る 部分 は 、Ｂ Ｇ Ｍ・ 現 地音 は さら に３ －４ ぐらい まで 下げ ます 。特 に川 や

滝 な ど の水 音 、車 な ど町 の 騒音 、 祭り 囃子 、女 性のお しゃ べり など は耳 にき つ

い 高 音 が多 い ので 、 下げ て やる 必 要が あり ます 。鳥や 虫の 鳴き 声と か、 どう し

て も 現 地 音 を 聞 か せ た い と こ ろ に は ナ レ ー シ ョ ン を 配 置 し な い よ う に 考 え ま

す 。 ■


